
自治体名

図書館名

資料 パネル
POP（本
の紹介

文）
その他

チラシ・
パンフ
レット

ブックリス
ト・パスファ
インダー

その他
市民向け

講座 映画会
職員向け

研修

新聞等の
メディア
取材

その他

該当に◯→
（ドロップダウン）

◯ ◯ ◯

①「認知症カフェ」へ出張読み聞かせ（９月２０日）

内容：昭和の暮らしを振り返ろう！

●書籍『昭和のお店屋さん』の読み聞かせ
●紙芝居『ひこいちどんのかさやさん』の読み聞かせ
●昔懐かしいおもちゃで遊ぼう(輪投げやメンコ、けん玉)

【写真】

②シニアのための図書館利用サポート（詳細は３ページ目のポスター参照）

認知症の方だけに限りませんが、昨年に引き続き高齢者対象の図書館利用サポート期間を設けました。

内容：スマホ図書館カードの使い方、電子書籍の読み方など

京都市岩倉地域包括支援センター

その他

内容

令和7年度　認知症の日&月間(世界アルツハイマーデー＆月間)　取組事例報告シート

（あて先）　日本図書館協会　　認知症バリアフリー図書館特別検討チーム
　　　　　　 メールアドレス：  djla@jla.or.jp

都 道 府 県 市 区 町 村

取組

京都府 京都市

◯

 連携先
 該当に〇

庁内他部署
（右記に連携先名を記入）

その他
（右記に連携先名を記入）

展示 配布物

京都市岩倉図書館



【シニアのための図書館利用サポート　ポスター】

※添付資料貼付欄（チラシ・作成物などで、認知症（世界アルツハイマー）月間に関するもの。）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「キャプション評価」研究イベントの実施（令和７年３月１８日）

③【認知症当事者と館内を練り歩く～施設点検と改善～】

 (京都新聞記事／R７年４月３日） (良い例）

（悪い例）

※キャプション評価とは…元々は都市景観評価のために開発された手法。参加者が館内の気になる場所や物を写
真に撮り、それらにキャプション（説明）をつける事により、施設の評価をする参加・行動型の調査方法。

R6年度 世界アルツハイマーデー＆月間以外の認知症に関する取組事例 について

（下記の①②③について、昨年度に実施したものがあればご記入ください）

図書館名

②
　認知症の
　当事者や家族が
 　関わった取組

取組内容
　（例：講座、書架

サインなど）

③　その他の取組内容 　（上記①②の写真等もこちらの欄に貼り付けてください）

京都市岩倉図書館

①
　認知症に関する
　常設展示

常設展示の名称

常設展示の　　　　
　　内容

認知症当事者と館内を「練り歩き」、キャプション評価法（※）を用いて、図書館の設備やサービスについて調査改善
する。公共空間をまちに開く京都市パブリック「テラス」プロジェクトの観点からも、「認知症になっても利用しやすい
図書館」「誰にとっても居心地の良い図書館」づくりに取組む。（協力：認知症当事者とその家族、令和健康科学大
学、大阪大学、京都橘大学、京都精華大学、地域包括支援センター、図書館司書）

 他にも「KBS京都（テレビ）」の取材を受けました。

          

          

      

   

          
  

  

 

                         

     

          
    

        

          

     

   

          
    

  

 

               

     

         


